
名 称

所有者の氏名

1 新聞紙　　　　 3.7 1.1 ㈱○○ 2.6 ㈱○○ 70.27% 3.5 3.5 ㈱○○ 100.00%

2 段ボール　　　 7.7 1.1 ㈱○○ 6.6 ㈱○○ 85.71% 7.0 0.5 ㈱○○ 6.5 ㈱○○ 92.86%

3 雑誌　　　　　 2.2 0.4 ㈱○○ 1.8 ㈱○○ 81.82% 2.0 2.0 ㈱○○ 100.00%

4 その他の紙類　 32.5 15.7 ㈱○○ 16.8 ㈱○○ 51.69% 30.0 10.0 ㈱○○ 20.0 ㈱○○ 66.67%

5 厨芥類　　　 11.2 11.2 ㈱△△ 10.0 10.0 ㈱△△

6 アルミ缶　　　 1.2 0.6 ㈱□□ 0.6 ㈱□□ 50.00% 2.0 1.0 ㈱□□ 1.0 ㈱□□ 50.00%

7 スチール缶　　 1.5 0.8 ㈱□□ 0.7 ㈱□□ 46.67% 2.0 1.0 ㈱□□ 1.0 ㈱□□ 50.00%

占有者の氏名 8 びん類　　　　 1.3 1.3 ㈱□□ 1.0 0.5 ㈱□□ 1 ㈱□□ 50.00%

9 その他　　　 3.5 3.5 ㈱△△ 3.0 3.0 ㈱△△

10

11

12

職 員 数 13

年間訪問者数 14

事 務 所 12　箇所　　4,965㎡ 15

店 舗 ４　箇所　　1,801㎡ 16

住居世帯 17

そ の 他 　　箇所 　　　　㎡ 18

共用部分   　　　　　765　㎡ 19

処理業者名 　　　　　　　　　

㈱○○ 　　　　　　　　　

㈱□□ 　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（法人にあっ
ては、名称及
び代表者の氏
名）

（法人にあっ
ては、名称及
び代表者の氏
名）

野々市市
　□□○丁目１２－３

野々市○○ビル　　　　

野々市○○㈱
代表取締役
野々市　太郎

注）記入しきれない時は、名簿を
添付して下さい。

○○商事　　○○○○
○○商事　　○○○○

建築物の規模

所 在 地
再利用量
（Ｂ）

　　年度区分

　種　類

令和○年度実績報告書（令和○年４月～令和○年３月）

廃　　　棄　　　区　　　分

処 分 量

大 規 模 建 築 物

再利用率
(Ｂ/Ａ)

処 分 先
再利用量
（Ｂ）

廃棄物
発生量

ｔ／年
（Ａ）

廃棄物
発生量

ｔ／年
（Ａ）

処 分 量処 分 先 処理業者

　　　　　　２８２人　

　　　　　　　　　　　　人　

様式第１号（第５条関係）

処理業者

地　　上　　　　　　７　階
地　　下　　　　　　１　階
延べ面積　　７，５３１　㎡

再利用率
(Ｂ/Ａ)

令和○年度計画（令和○年４月～令和○年３月）

廃　　　棄　　　区　　　分

　（記　入　例）
事　　業　　系　　廃　　棄　　物　　減　　量　　化　　計　　画　　書

35.7

　　　　　　　　

　　　　　　　　

缶　　類　

紙　　類　

建築物の用途

廃 棄 物 管 理
責 任 者 の
役 職 名
氏 名

管理部長　　石川　次郎 60.5計

前年度実績自己評価

29.1

廃棄物の種類

今年度廃棄物処理業者調べ

１．発生量は、計画より多かったが、前々年度実績より
減
　　らすことができた。

２．再利用率は前年度より低くすることができた。

64.8 26.0

　1.新聞紙、段ボール、雑誌については、清掃会
　　社が仕分けして再資源化している

　2.コピー用紙などのその他の紙類については入
　　居テナントのうち一部事務所で資源化している。

今後再利用可能な品目及びその方法

　1.その他の紙類について、回収量を増や
　　すため資源化未実施のテナントについ
　　ても資源化を呼びかけ、再利用率の向
　　上を図る。

　2.びん類の資源化を検討。

34.5 　　　　

現在の再利用の具体的方法

57.02%44.91%

注）コピー用紙、コンピュータ用紙、
チラシ、封筒等です。

注）飲食店等から出る残飯やオフィスから出
る茶殻等です。

注)プラスチック類､机､い
す等の粗大ごみ等です｡

前年度
現年度


